
日　時　令和８年６月28日（日）午前１０時
場　所　伊達市ふるさと会館

伊達市合併２０周年
記念式典

伊達市民憲章 ～心をひとつに～

一　まもりましょう　　ふるさとの自然と歴史を

一　つなぎましょう　　世代の絆とたしかな信頼を

一　そだてましょう　　支えあいと思いやりの気持ちを

一　きずきましょう　　学ぶ心とゆたかな文化を

一　めざしましょう　　すこやかで活力のあるまちを

　わたしたちは、緑豊かなふるさとの歴史と伝統に誇りをもち、
協働の精神でさまざまな困難をのりこえ、健康で安心して暮らせる
活力ある「伊達なまちづくり」をめざし、この憲章を定めます。

伊　達　市　歌
作詞　和合　亮一／作曲　伊藤　康英
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伊達市合併２０周年記念式典　次第

～オープニングアトラクション～　 霊山太鼓

１　開　式　の　辞

２　市　歌　斉　唱

３　式　　　　　辞

４　挨　　　　　拶

５　来　賓　祝　辞

６　来　賓　紹　介

７　祝　電　披　露

８　名誉市民表彰

９　アトラクション

10　万　歳　三　唱

11　閉　式　の　辞

長沢　弘美

須田　博行

佐藤　 実

内堀　雅雄　様

鈴木　和夫　様

西山　尚利　様

金子　恵美　様

星　　北斗　様

森　まさこ　様

中村　正明

渡部　光毅

伊達市副市長

伊 達 市 長

伊達市議会議長

福 島 県 知 事

福島県市長会会長 白河市長

衆 議 院 議 員

衆 議 院 議 員

参 議 院 議 員

参 議 院 議 員

伊達市議会副議長

伊達市教育長

三浦　弥平　様

大島花子様　桃陵中学校生徒のみなさん

名誉市民表彰

三浦　弥平　 　　みうら　やへい

伊達郡白根村字木ノ田（現伊達市梁川町白根字木ノ田）に生まれる。
旧白石中（現宮城県白石高校）から早稲田大学政治経済学科を卒業。
小さい頃は体が弱く休学を繰り返し、早稲田大学に入学したのは
24 歳の時だった。旧白石中時代から陸上競技の道へ入り、早大時代
は各種大会で入賞を重ねた。大正9 年には第7回アントワープオリ
ンピックのマラソン競技に金栗四三氏らとともに出場、福島県第１
号のオリンピック選手となる。
その後、大正13 年の第8 回パリオリンピックにも連続出場する。
昭和3 年には母校の早稲田大学の講師要請を断り帰郷。昭和4 年、
郷里の山林に「オリンピック村」を建設し、青少年の体力づくり、健全育成に尽力するが、
戦況の拡大によりわずか4 年で閉村。昭和17 年、東京・新京間親善マラソンを行い渡満、
戦後は再び郷里へ戻り、地域青年を集めてのマラソン大会や私設保育所の開設、自宅を「白
根体育公民館」として開放するなど、晩年まで地域スポーツの振興に尽力し、80 歳で永眠。

アトラクション（合唱の披露）

大島　花子　　　おおしま　はなこ

坂本九・柏木由紀子の長女として生まれる。
ミュージカルや映画などに出演後歌手を志し曲作りをはじめる。
2003年メジャーデビュー、
2015年シングル「親父」がUSEN１位に。
2025年「心の瞳」を中高生と合唱し命の尊さを伝えるプロジェ
クトを開始。テレビ新聞で話題となる。
2026年能登被災地を想う新曲をリリース。
人権や平和、福祉をテーマにした講演会も全国で行っている。
高校生の母。

photo Michiko Yamamoto


